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コンテナ共有 受験生に配布する器具は つのコンテナにまとめた 2009年度は学生実験で使用している
参照抵抗（2010）
表 裏
安全対策
（2009、2010）
。 。
が、全員着用できるよう眼鏡併用可のものにした。又、2009年度は新型インフル
エンザが流行しており、各階に救急箱と共にマスクと体温計を用意した。緊急シャ
ワー及び洗眼器は赤錆が出るのを防ぐ為、当日通水させた。
失敗談
実験廃棄物
（2009、2010）
廃棄物処理費用は実験準備経費とは別に確保してもらった。学内の廃棄物処理ルー
トは使わず、処理業者に依頼した。余った試薬等も不要であれば併せて全て処分し
てしまうのが良い。
5～7階の3フロアを実験室として提供したが、それぞれの階に使用する全ての器具
＆薬品の在庫を用意した。さらにその予備として中間のフロアである6階に在庫を
保管して、破損や薬品の不足等による交換に備えた。
使用するガラス器具は全て洗浄すると共に破損や傷等を確認した。付けたままのラ
ベル等も全て剥した。学生実験で不調が起こりやすいスターラーについては全て動
作確認を行った。ビュレットは先端が詰まりやすいので、スキャット洗浄後、先端
の詰まりも確認した。
（2009、2010）
一 。
コンテナを利用することにした。しかし、一旦学生実験用の器具を取り出して保管し、コ
ンテナを洗浄し、試験終了後にまた器具を元に戻すといった作業が思いの外手間がかかっ
た。そこで、2010年度は専用のコンテナを購入することにした。
器具の持出し
（2009、2010）
2009年度は学生実験で使用しているコンテナ内から多くの器具を取り出し、化学グランプ
リに利用した。しかしこのやり方ではコンテナ内の沢山ある器具の中から目的の器具を取
り出す必要が有る。コンテナも一か所にかたまっているわけではないので労力がかかった。
従って、2010年度は出来るだけ器具は持ち出さずに購入する方向で考えた。
2年連続の化学グランプリの準備スタッフを担当したが、最も大切な事は準備要員の確保であったと思う。完璧な準備を行う為には相当の労力を要する。それは依頼主から
提供されるものではなく、全て現場で集めなければならなかった。アルバイトを雇う費用は無く、明確な作業日程も決められない中、学生実験担当者や工学研究科技術部の繋
がりは非常に助けになった。今回のように外部から依頼されたイベントであっても、それを技術職員の“業務”と捉えることで、勤務時間内に作業を行う事ができる。又、学
生実験を担当していることで得た経験は器具選定や準備段取り等で非常に役に立った。出来るだけシンプルで準備しやすく、かつ片付けやすい方法を考える為には開催場所で
ある実験室を担当している者の知識と経験が必要不可欠であろう。学生実験に携わる現場の職員が関わることも実験イベント成功の一つのカギであると言える。
器具洗浄・確認
（2009、2010）
試薬と器具の予備
（2009、2010）
まとめ
